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現魚道の問題点
信濃川中流域水環境改善検討協議会における調査から、現魚道の問題点は次の３点である。

【問題点１：ダム下流部と流れの連続性の確保】
澪筋と魚道が反対側に位置しており、呼び水の効果が弱い
ゲート放流による循環流が生じる
ゲート放流量が大きい場合には乱れた強い流れが魚類の遡上経路を阻害している

【問題点２：魚道本体（大型魚道）】
プール内の流れが複雑である
流量条件によって横波（セイシュ）が発生する

【問題点３：魚道出口（大型魚道、小型魚道）】
流量条件によって剥離流が生じる
ゲートが下流側に転倒する構造であるため魚がゲート裏側に回りこみ滞留時間が長くなる

問題点1

問題点3

流量条件によって横波（セイシュ）が発生

魚がゲート裏側に滞留

問題点2

Q=3.66m3/S Q=2.61m3/S Q=1.65m3/S



【問題点１：ダム下流部と流れの連続性の確保】
（１）ゲートの新操作規程案の提案
コンピュータによる流況解析と現地放流実験に基づきダム下流部と魚道の流れの連続性を確保できるゲート操作規程案を提案。

新操作規程案の提案
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【問題点１：ダム下流部と流れの連続性の確保】
（２）新操作規程案に基づくゲート放流の有効性を検証
大型魚（サケ）のテレメトリー調査結果及び、小型魚の採補調査結果をコンピュータによる流況解析結果と比較することによって
（１）で提案された新操作規程案に基づくゲート放流方法の有効性を検証した。

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③

ケース１：旧操作規程放流

テレメトリー調査（H22.10）によって得られたサケ遡上
経路と流況解析結果の重ね合わせによる分析

ケース2：新操作規程放流

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③

放流方法の違い
による魚類の遡上
行動の差異を比較

⑤
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⑧
⑨

⑩
⑪

①
②③④

11基の捕獲カゴを設置

魚道での採捕調査の実施（H23.5～6）



魚道観察室の計画位置

せせらぎ魚道

小型魚道（階段式）

大型魚道（アイスハーバー型）

魚道観察室の計画位置

せせらぎ魚道

小型魚道（階段式）

大型魚道（アイスハーバー型）

【問題点２：魚道本体（大型魚道）】
魚道構造改善案

魚道形式 特 徴 主な対象魚種 

アイスハーバー型魚道 
（大型魚用階段式魚道を改良） 

・横波対策として有効 
・流速の静穏域を形成できる 
・プール横断方向の流れを抑制

し、複雑な流況を回避 

【一般部】 
・アユ，イワナ，ヤマメ，その他 
【切欠部】 
・サケ，サクラマス，ニジマス 

小型魚用階段式魚道 
（現在の位置を移動） 

・実績が豊富 
・現状でも流況が良好 

・小型遊泳魚 

せせらぎ魚道 ・底生魚・甲殻類にも対応 ・カワヤツメ，ウナギ，アカザ，カジカ，

ヨシノボリ類 
 



【問題点２：魚道本体（大型魚道）】
大型魚用魚道の問題点を踏まえ、模型実験や現地流況確認に基づき流況改善方策を検討し、
アイスハーバー型魚道を選定した。

大型魚道模型実験の実施

 

アイスハーバー型魚道模式図

アイスハーバー型魚道隔壁

水流
水流

水流

水流

従前 改善案



せせらぎ魚道詳細イメージ

石張固定隔壁の越流に

よる流水コントロール

よどみ域を設けるなど隔壁間

の水域を不規則に形成する
玉石を間隙を設けて敷設

せせらぎ魚道施工完了箇所

【問題点２：魚道本体（大型魚道）】
大型魚用魚道の問題点を改善するとともに、さらなる魚類等の遡上環境向上を目指して
底生魚・甲殻類に対応したせせらぎ魚道を新設する。



【問題点３：魚道出口（大型魚道、小型魚道）】

魚道ゲートの問題点を踏まえ、昇降式ゲートを選定した。

せせらぎ魚道の選定に伴い、セクター式ゲートを選定した。

セクター式ゲート昇降式ゲート

油圧シリンダー

昇降式ゲートのイメージ図

水流

 

水流

セクター式ゲートのイメージ図



魚道観察室の設置
親水性の向上を目的に、魚道観察室を新設する。

観察用窓
（大型魚道側） 

観察室外観
（大型魚道側から） 

大型魚道 

 

観察用窓
（小型魚道側） 

観察室外観
（小型魚道下流側から）

小型魚道 

せせらぎ魚道

観察室外観 
（小型魚道上流側から） 

小型魚道 

せせらぎ魚道

観察室内部

小型魚道 せせらぎ魚道 

大型魚道 



：１期工事区間

：２期工事区間

：２期工事区間(魚道観察室)

大型魚道

魚道観察室連絡通路

流量調節
ゲート

魚道観察室

せせらぎ魚道

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ

魚道通水計画（大型魚道）

魚道通水計画（小型魚道）

魚道本体改築工事

魚道観察室改築工事

1年度目 2年度目 3年度目

通水（大型魚道・小型魚道）通水

通水（せせらぎ魚道）

通水停止
通水

通水停止

通水
通水停止

改築魚道使用開始
１期施工
（せせらぎ魚道（一部）新設）

魚道観察室
使用開始

２期施工

工事工程表

H22年度 H23年度 H24年度

工事施工状況

魚道改築工事の実施状況
１期工事（平成２２年度）において折返しプール部の一部、せせらぎ魚道の一部を施工完了。

現在２期工事（平成２３年度）で残りの箇所を施工中。



魚道改築工事完成イメージ

大型魚道

小型魚道

せせらぎ魚道

塵芥流入防止設備

魚道観察室
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